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アスコルビン酸オキシダーゼを用いた血清アスコルビン酸測定における除蛋白試薬（メタリン酸）濃度に関する研究

東邦大学医学部大橋病院・臨床検査部

篠 良雄，渭原 博，橋詰 直孝

（目的）酵素法による血清アスコルビン酸（AA）濃度の測定では除蛋白が必要とされる。除蛋白試薬にはメタリン酸（MPA）が汎用され，酸性pHによりAAの安定化にも有効である。MPA濃度が低いと除蛋白が不十分で，高いと酵素反応を妨害するので，MPAの最適濃度について研究した。

（方法）血清中のAAはアスコルビン酸オキシダーゼにより酸化型AAになる。酸化型AAはオルトフェニレンジアミンと縮合して蛍光体となる。蛍光の増加速度を340 nmで測定し，AA濃度を求める。自動化法としてCobas Mira S（Roche Diagnostics System）を用いた。血清試料は1/10量の100-500 g/LのMPAで除蛋白して用いた。

（成績）1.　標準液（25 mg/L）の吸光度増加速度：10-50 g/L（終濃度）のMPA濃度で吸光度増加速度に有意の差を認めなかった。盲検の吸光度増加速度は0.0000～0.0001であった。

2.　血清の分析：29試料について求めたAA濃度は，10 g/LのMPA濃度では，20-50 g/L濃度に比べ0.8-1.0 mg/L高値にあり，10 g/L濃度では透明な除蛋白上清を得られなかった。20-50 g/LのMPA濃度を用いた成績は相互に良好な相関にあった（r= 0.987-0.998）。

（結論）これまでの検討で，40 g/LのMPA濃度で，直線性，測定精度，回収率，HPLC法との相関，さらに除蛋白血清の安定性において良好な成績を得ているので，MPA濃度は40 g/Lとした。
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